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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成29年2月9日(2017.2.9)

【公開番号】特開2014-189795(P2014-189795A)
【公開日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-055
【出願番号】特願2013-207316(P2013-207316)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/54     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1368   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ   19/30     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/12     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/54     　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｋ   19/34     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　
   Ｇ０２Ｆ    1/1368   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年12月21日(2016.12.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
一般式（Ｉ）
【化１】

（式中Ｒ１は炭素原子数１から８のアルキル基又は炭素原子数２から８のアルコキシ基で
あり、Ｒ２は炭素原子数２から８のアルケニル基である。）で表される化合物を１種又は
２種以上含有し、一般式（ＩＩ）
【化２】

（式中、Ｒ３及びＲ４はそれぞれ独立して炭素数２から８のアルケニル基である。）で表
される化合物を１種又は２種以上含有し、式（ＩＶａ－１）
【化３】
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で表される化合物を含有し、一般式（Ｖ－５）
【化４】

（式中、Ｒａ及びＲｂはそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数
２～８のアルケニル基、炭素原子数１～８のアルコキシ基又は炭素原子数２～８のアルケ
ニルオキシ基を表す。）で表される化合物を含有することを特徴とする誘電率異方性が負
の液晶組成物。
【請求項２】
更に一般式（ＩＩＩ）

【化５】

（式中、Ｒ５及びＲ６はそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数
２～８のアルケニル基、炭素原子数１～８のアルコキシ基又は炭素原子数２～８のアルケ
ニルオキシ基を表し、Ａ１は１，４－シクロヘキシレン基、１，４－フェニレン基又はテ
トラヒドロピラン－２，５－ジイル基を表すが、Ａ１が１，４－フェニレン基を表す場合
、該１，４－フェニレン基中の１つ以上の水素原子はフッ素原子に置換されていてもよい
。ただし、式（ＩＩＩａ－１）で表される化合物を除く。）で表される化合物群より選ば
れる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項３】
更に一般式（ＩＶ）
【化６】

（式中Ｒ７及びＲ８はそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数２
～８のアルケニル基、炭素原子数１～８のアルコキシ基又は炭素原子数２～８のアルケニ
ルオキシ基を表し、Ａ２は１，４－シクロヘキシレン基、１，４－フェニレン基又はテト
ラヒドロピラン－２，５－ジイル基を表すが、Ａ２が１，４－フェニレン基を表す場合、
該１，４－フェニレン基中の１つ以上の水素原子はフッ素原子に置換されていてもよい。
ただし、式（ＩＶａ－１）で表される化合物を除く。）で表される化合物群より選ばれる
化合物を１種又は２種以上含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項４】
更に一般式（Ｖ）
【化７】

（式中、Ｒａ及びＲｂはそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数
２～８のアルケニル基、炭素原子数１～８のアルコキシ基又は炭素原子数２～８のアルケ
ニルオキシ基を表し、該アルキル基、アルケニル基、アルコキシ基及び／又はアルケニル
オキシ基中の１つ以上の水素原子はフッ素原子で置換されていてもよく、該アルキル基、
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アルケニル基、アルコキシ基及び／又はアルケニルオキシ基中のメチレン基は酸素原子が
連続して結合しない限り酸素原子で置換されていてもよく、カルボニル基が連続して結合
しない限りカルボニル基で置換されていてもよく、
Ａ３は１，４－シクロヘキシレン基、１，４－フェニレン基又はテトラヒドロピラン－２
，５－ジイル基を表すが、Ａ３が１，４－フェニレン基を表す場合、該１，４－フェニレ
ン基中の１つ以上の水素原子はフッ素原子に置換されていてもよく、
Ｚ１は単結合、－ＯＣＨ２－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ２Ｏ－、又は－ＣＦ２Ｏ－を表し、
ｎは０又は１を表し、
Ｘ１～Ｘ６はそれぞれ独立して水素原子、又はフッ素原子を表すが、Ｘ１～Ｘ６の少なく
とも１つはフッ素原子を表す。ただし、式（Ｖ－５）で表される化合物を除く。）で表さ
れる化合物群より選ばれる化合物を１種又は２種以上含有する請求項１に記載の液晶組成
物。
【請求項５】
一般式（Ｉ）で表される化合物が下記の式（Ｉ－１）～式（Ｉ－５）

【化８】

で表される化合物の中から１種又は２種以上選ばれ、一般式（ＩＩ）で表される化合物が
下記の式（ＩＩ－１）～式（ＩＩ－３）
【化９】

で表される化合物の中から１種又は２種以上選ばれること特徴とする請求項１に記載の液
晶組成物。
【請求項６】
反応性モノマーを更に含有する請求項１に記載の液晶組成物。
【請求項７】
請求項１に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項８】
請求項６に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
【請求項９】
請求項７又は８に記載の液晶表示素子を用いた液晶ディスプレイ。
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